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新任教員としての年
山中 美幸
．はじめに
私が教師を目指したきっかけは、小学校・中学校・高
校と、それぞれの段階で好きだ、と思える先生方と出
会ったためです。「教師」という枠にはまりすぎず、自
分の信念をもとに子どもに教え、仕事をする彼らを見
て、私もこのような教師になりたい、という想いを強く
持ちました。さらに関西学院大学に入学し、志を同じく
する仲間と教職勉強会で出会ったことも、教師になりた
いという自分の想いをより強固なものとしました。この
仲間たちと共に教壇に立ちたい。この仲間たちには負け
たくない、という気持ちが自身の心に芽生えたのです。
この想いを胸に教員採用試験に挑み、私は現在、三重
県にある四日市市立大池中学校で勤務をしています。教
師という仕事は大変である、とこの職に就く前から覚悟
をしていましたが、この年はあまりにも多くのことが
起こり、毎日が目まぐるしく過ぎていったように感じま
す。私が経験した年について、次節から述べていきた
いと思います。
2．学校生活について
(1)学校について
私は三重県四日市市立大池中学校で月より勤務をし
ています。月に事前に訪問した際にまず感じたこと
は、私が通っていた学校と比べると、ずいぶんと田舎に
あるのだな、ということです。四日市市は、三重県で
番多い人口を抱える都市です。四日市コンビナートなど
工業も栄えており、県内で最も発展している地域になり
ます。それゆえ、周りを田んぼに囲まれている学校を見
て、とても新鮮な気持ちになりました。また、この学校
は割以上の生徒が自転車で通学をしています。そのた
めに新学期がはじまり保護者の方から、「帰る途中で田
んぼに落ちて制服が泥だらけなので、明日はジャージで
授業を受けさせてください。」という連絡を受けたとき
には、そのようなことがあるのか、と驚きを隠すことが
できませんでした。
学校において、私は成績処理、及び、生徒会の仕事を
割り振られています。割り振られてはいますが、実質、
他の先生方の動きを見てその仕事を覚える年でした。
当然ながら、私はまだ、教師の立場になり、学校の年
を経験したことがありません。日の流れや月の流
れ、行事の流れなど、毎日が分からないことの連続でし
た。そのために、他の先生方の動きをまねして成績処理
の印字方法や、生徒会の動かし方を学んでいきました。
(2)学年について
私は第
学年の副担任をしています。この学年の生徒
の印象として、「素直」「幼い」という言葉があてはまり
ます。初めて会う人にもどんどんと話しかけ、その人の
ことを知りたい、という素直な気持ちを持っている生徒
が多いように感じました。その反面、上手くコミュニ
ケーションが取れずに、暴力や暴言にはしってしまうよ
うな幼い印象も見受けられました。この学校にはいわゆ
るシングルマザー、シングルファザーと呼ばれる家庭が
多いです。
年生も例外ではありません。現在の日本社
会の特徴から、そういった家庭は特別なものではなく
なってきています。しかしやはり、生徒たちを見ている
と、忙しく働いている親を見ているためか、我慢をして
しまい甘えたくても甘えられない、自分の伝えたいこと
を上手く他者に伝えることができず、手が出てしまう、
という子も多いように思われます。そうした生徒たちが
甘えることのできる環境をつくる、伝えたいことを表現
するための補助をする、生徒の学校での状況を細やかに
保護者の方に伝え、連携を図ることで、生徒を支えてい
く必要があると痛感しました。
この学年で私が主に受け持っている役割は、テスト範
囲・計画の作成、成績処理です。どちらもパソコンを使
用するため、学年団のなかで最も若手である私に仕事が
割り振られました。こうした仕事を行うなかで、私の中
で後悔が生まれました。それは、学生時代に Word や
Excelの勉強をしておけば良かった、ということです。
なぜなら、私の学校ではこの
つの機能を利用して成績
の処理が行われます。それぞれの教科担当の先生に計算
していただいた成績を、学年全体の Excel に保存しま
す。それを差し込み文書でWord に取り込み、印刷をし
なければなりません。高校・大学で情報処理の授業を受
け、ある程度の知識は得ましたが、利用することはない
だろう、と高を括っていました。その考えが社会人年
目で仇となったのです。学期の成績処理では訳も分か
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らず、差し込み文書というものもなにか分かりませんで
した。それをなんとか理解し、Word に生徒の成績を反
映させていきました。その過程のなかでも、それぞれの
機能が上手く繋がらずに、全く反映されないというよう
なトラブルも起こりました。最終的には他学年の先生に
助けていただき、学期はなんとか乗り切ることができ
ました。しかし、
学期にも同じことが起こりました。
学期の延長であるため、Excelの必要な箇所に、必要
なものが埋まっていれば良いだけであるのに、反映され
ず、何度も何度もミスをして、学年の先生方に迷惑をか
けることとなりました。こうしたことから、学生時代に
情報処理の勉強を怠ったことをひどく後悔しました。ど
のような仕事を行うにしても、現代においてはパソコン
を使うことが必須になってきます。今後時間をつくり、
情報処理について学んでいかなければならないと感じま
した。
3．教科指導について
(1)社会科の指導について
私がこの年、教科指導を行ううえで学んだことは、
いかに生徒に具体的にイメージをさせるか、ということ
です。社会科という授業は、地理・歴史・公民の分野
からなり、・
年生で地理歴史を、年生で歴史と公
民を教えます。こうした分野は、普段生活をするうえで
テレビで見たことがある、生活圏内で感じることのでき
るものであると考えています。こうした身近でダイレク
トに感じることのできる教科であるからこそ、社会科は
おもしろいと私は考えています。しかし、生徒にとって
は、違いました。生徒は社会科のことを、「覚えること
がたくさんありすぎる」「単語が多すぎて、それぞれど
んな意味なのかがわからない」「歴史なんて昔のことを
なんで勉強しなきゃいけないの？」といったように考え
ています。確かに、社会科は覚えることが非常に多いで
す。ゆとり世代である私が、中学校で学習したときより
も、はるかに内容のレベルが上がっており、教師である
私自身がその内容を見て、戸惑う点も多いです。覚える
ことが多いからこそ、生徒のなかにイメージをつけさせ
ることが大事であると考えています。そのために、私は
できるだけ実物資料を用いることや、私が実際に撮った
写真を使用し、授業を行うことを心掛けています。日本
地理の授業では、学生時代に訪れた旅行先の写真を使
い、そのときの話を紹介することで、私が経験したその
地域は、どのようなものであったかを教えます。そうす
ると、興味を持ち、その地域を自ら進んで調べる生徒も
出てきました。また歴史では、火縄銃、踏絵、天下布武
印などの実物を授業に持っていき、生徒がそれらに触れ
る、ということも行っています。踏絵を踏んで壊してし
まう、などこちらが意図しない出来事も発生しました
が、実物に触ることができるため、生徒が嬉々として授
業に取り組み、社会科の授業に対して関心を少しずつ抱
いている様子を実感することができます。しかし、まだ
まだ実物を用意できないことのほうが多いです。そし
て、写真の提示についても、写真が見にくい、小さい、
など課題が多くあります。また、試験範囲まで進めなけ
れば、と焦ってしまい、資料の提示が上手くいかないと
きもあります。こうした点があり、イメージをさせると
いうことが難しくなることもあります。今後の指導にお
いて、どのようにして改善をすればよいのか、つつ
見直していきたいです。
(2)授業について
この年授業をするうえで、私が大事にしたことは、
私が番に授業を楽しむということです。私の想いとし
て、生徒には少しでも授業が楽しいと感じてほしい、と
いうものがあります。これは、今まで私が教育を受けて
きた経験から生まれた想いです。同じ授業を受けるので
あれば少しでも楽しいほうが勉強にも力が入ると考えて
いるからです。年間社会科の授業を行ってきて、どれ
ほどの生徒が、私の授業において楽しいと感じてくれた
かは分かりません。しかし、このように心掛け、授業を
行っていくうえで、「授業をしている私が授業を楽しま
なければ、生徒は授業を楽しいと感じてくれない」とい
うことに気づきました。
私が楽しんで授業を行うことで、生徒たちも顔を上げ
授業を聞き、そして自然と発言が増えていきます。する
と、授業にテンポが生まれ、活気づいていくのです。そ
れに対して、私が楽しんで授業ができていない、と感じ
るときには、生徒も顔が下がってしまい、なかなか発言
も出てこない、という悪循環が発生してしまっていま
す。そのために、私が番に授業を楽しむことを大事に
し、生徒が一人でも楽しいと感じてくれるような指導を
行っていきたいです。
．部活動指導について
(1)学校における部活動について
私は、中学・高校・大学の10年間で培ってきた経験を
買われ、男子バレーボール部の顧問になりました。顧問
になる、と聞かされたときに私がまず感じたことは、不
安でした。
確かに、私は部活でバレーボールを続けてきました。
しかし、私自身、経験のある指導者にあまり恵まれな
かったため、部活指導はどのように行うのか、技術指導
をどう行うのか、ということが全く分からないのです。
こうした不安を抱えながら、この年間は部活動を行っ
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てきました。なぜ自分はもっとしっかりとした指導がで
きないのか、やきもきしことも少なくありません。私が
このように焦っているとき、人の先生からアドバイス
をいただきました。それは、「部活動を変えるためには
年必要だ」というものです。それぞれの部活動には、
それまでのやり方というものが根深く残っています。新
しいやり方でやっていきたいのであれば、それが成果と
して表れるまでに最低でも年はかかる、というもので
す。それまで私は、「今すぐに改善しなければ」という
想いが強かったです。しかし、先生のアドバイスを聞
き、焦らずじっくりと、生徒と共に私も成長していこう、
という心の余裕が生まれました。今後、男子バレー部が
どのような部活動になっていくか、想像はつきません
が、目標を持ち、まずは年を目処に励んでいきたいで
す。
(2)男子バレーボール部を指導して
私が、男子バレーボール部の部活動を最初に見学した
ときに思ったことは、「全く部活動ではない」というこ
とでした。年生の部員は、ほとんどが校内で数々の問
題行動を起こしており、自らの感情を抑えることが難し
い生徒たちでした。そのために、部活の時間になって体
育館には来たけれど、気分が乗らないから部活をしな
い。この練習はしたくないからやらない、というような
状況があり、部活の規律なども全くない状態でした。こ
のような状態を見て、私が決意をしたことがあります。
それは、「この年間でこの部活を部活動として立て直
す。」ということです。
立て直しを行ううえで、私の頭を最も悩ませたこと
は、年生部員二人が全く部活に来ない、ということで
した。部活をサボることに対して、これといった理由は
無かったようです。私はまず、当然ながらこうした部員
は試合には出したくない、と考えました。練習には全く
参加せず、試合になるとふらっと現れ、試合に出る。こ
のようなことはありえないと感じたからです。また、先
輩がそのようなことをしていては、後輩にも示しがつか
ず、サボっても許される部活動なのだ、と考えられてし
まいます。・
年生もこのように考えてしまっては、
部活動を運営するうえでさまざまな困難が生じます。し
かし、他の年生部員は私の想いとは違うことを考えて
いました。
「年間、共にやってきたのだから、試合に出てほし
い。」このようなことを言われ、私は衝撃を受けるとと
もに、非常に憤慨しました。なぜ真面目に取り組まない
人を出さなければならないのか。初めはこのように考え
ていました。しかし、次第に心の中で葛藤が生まれてき
ました。それは、「私は、来てまだ数ヶ月しか経ってい
ない。それに対して彼らは今まで共に部活をしてきたは
ずだから、これから引退する彼らの望む通りにしてあげ
たほうがいいのではないか。」ということです。最終的
には、年生部員が望むように、ということで、生徒の
意志を聞き、中体連では年生全員で試合に臨みまし
た。私は、このときの判断が本当に良かったものか、今
でも考えるときがあります。そして、このような状況を
再び生み出さないためにも、しっかりとした規律をつく
り部活動を運営しようと考えました。
年生引退後は、部活としての基礎をしっかりとつく
り上げていくことに力を入れました。遅刻はしない、欠
席連絡を行うなど、出来ていない点はまだまだ多いです
が、以前と比べると進歩したように感じます。さらに、
現在、何度も生徒に言い聞かせていることとして、「学
校の提出物を期限内に出すこと。」「出していなければ、
部活はしない。」ということです。普段の学校生活にお
ける態度をしっかりとしなければ、部活動に取り組んで
いても、いい加減な部分が出てきてしまいます。そのた
め、まずは提出物を徹底して行わせることで、きちんと
取り組む、という癖付けをさせていきたいと考えていま
す。
まだまだ指導者として未熟な点ばかりですが、部活と
しての基礎をしっかりとつくり上げ、私が、できること
を部員たちにしていきたいです。
．最後に
初任としての年を改めて振りかえってみると、学生
の頃からは想像もつかないような経験をし、非常に濃
く、楽しい年でした。これから先、何年、何十年と新た
な出会いと子どもたちの未来を見守ることのできる職業
に就けたことに幸せを感じます。
今回、「教員年目を経験して」ということで、この
ような文書を書く機会を与えていただきました。このよ
うな機会をくださった教職センターの方々に、御礼を申
し上げます。年を振り返る機会をいただいたことで、
自身が感じた緊張や喜び、抱いた決意を改めて思い出す
ことができました。
そして、教職を目指すうえで、さまざまな相談に応じ、
サポートをしてくださった、教職センターの柏原さんに
改めて感謝申し上げます。これからも、自分らしく明る
く、他の先生方からさまざまなものを吸収し、成長して
いきたいです。
（やまなか みゆき・
三重県四日市市立大池中学校教諭）
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